
創
造
都
市
の
現
場
か
ら

④
ア
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ー
ヨ
コ
ハ
マ
と
は
何
か
～
現
状
と
課
題
～

１
－
は
じ
め
に

　
ア
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ヨ
コ

ハ
マ
（
以
下
、
Ａ
Ｃ
Ｙ
）
は
、
自

治
体
初
の
試
み
と
し
て
、
全
国
か

ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
Ａ
Ｃ
Ｙ
は
、
平
成
1
9
年
７

月
、
横
浜
市
開
港
１
５
０
周

年
・
創
造
都
市
事
業
本
部
（
以

下
、
事
業
本
部
）
の
補
助
事
業

と
し
て
、
財
団
法
人
横
浜
市
芸

術
文
化
振
興
財
団
（
以
下
、
財

団
）
が
立
ち
上
げ
た
。
Ａ
Ｃ
Ｙ
は
、

中
間
支
援
型
事
業
で
あ
り
、
ア
ー

ト
が
溢
れ
る
街
・
横
浜
を
目
指
し

て
、
「
つ
な
ぐ
、
ふ
や
す
、
ア
ー
ト

の
現
場
」
を
合
言
葉
に
、
創
造
活

動
の
担
い
手
で
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
学
校
、
企
業
、

市
民
な
ど
が
活
動
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
現

在
は
、
事
業
と
い
う
形
態
で
実
施

し
て
い
る
が
、
将
来
的
に
、
創
造

都
市
・
横
浜
の
推
進
組
織
を
担
う

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｃ
Ｙ
が
、
ど
の
よ
う
な
政
策

的
な
プ
ロ
セ
ス
で
誕
生
し
た
か

は
、
横
浜
市
に
よ
る
平
成
1
6
年
１

月
～
平
成
2
0
年
７
月
に
出
さ
れ
た

各
提
言
書
を
追
っ
て
見
て
い
た
だ

き
た
い
。
（
注
１
）
現
時
点
の
Ａ
Ｃ

Ｙ
は
、
初
期
段
階
に
あ
り
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
組
織
「
横
浜
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
近
い
が
、
将
来

的
に
、
最
新
の
提
言
に
も
あ
る
政

策
提
言
機
能
を
も
含
め
た
総
合
的

な
役
割
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
提

言
は
、
組
織
化
と
い
う
こ
と
を
念

頭
に
お
い
た
意
見
で
あ
り
、
こ
れ

は
、
Ａ
Ｃ
Ｙ
と
い
う
よ
り
、
「
ア
ー

ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
・
ヨ
コ
ハ
マ
」

と
い
う
表
現
の
方
が
近
い
。
現

在
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
に
つ
い

て
、
全
国
各
地
で
議
論
が
始
ま
っ

た
が
、
既
に
、
横
浜
市
は
、
Ａ
Ｃ

Ｙ
と
し
て
実
践
し
な
が
ら
、
議
論

を
繰
り
返
し
て
い
る
。
ま
た
、
先

鞭
と
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
事
例

は
、
4
0
年
以
上
も
前
に
出
来
た
組

織
で
、
そ
の
政
策
も
転
換
点
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
Ａ
Ｃ
Ｙ
事
業
は
、
正
に
日
本
型

モ
デ
ル
を
作
る
た
め
の
試
金
石
と

な
っ
て
い
る
。

　
本
論
は
、
Ａ
Ｃ
Ｙ
の
立
ち
上
げ

か
ら
現
在
ま
で
約
１
年
間
運
営
し

た
担
当
者
か
ら
、
「
ア
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
は
何
か
」
、
そ
し
て
、
「
創

造
都
市
を
支
え
る
組
織
と
は
何

か
」
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

２

つ
な
ぐ
、
ふ
や
す
、
ア
ー
ト

の
現
場
～
事
業
の
狙
い

②
ア
ー
ト
と
ま
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク
を
作
る
。

③
将
来
の
担
い
手
の
支
援
を
す

　
る
。

④
ア
ジ
ア
を
軸
と
し
た
海
外
ネ
ッ

　
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
方
針
に
応
じ
て
、
次

の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
ど
れ

も
、
自
ら
が
事
業
実
施
す
る
こ
と

よ
り
、
仕
組
み
づ
く
り
に
軸
を
置

い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
ま
た
、

ひ
と
つ
の
事
業
目
的
に
複
数
の
方

針
を
掛
け
合
わ
せ
る
よ
う
心
が
け

て
い
る
。
代
表
的
な
事
業
を
次
に

紹
介
す
る
。

①
相
談
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　
Ａ
Ｃ
Ｙ
で
は
、
週
６
日
窓
口
を

開
き
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ク
リ
エ

イ
タ
ー
等
が
市
内
で
活
動
す
る
う

え
で
解
決
す
べ
き
事
項
に
つ
い

て
、
相
談
に
乗
っ
て
い
る
。
（
写
真

Ｉ
）
ま
た
、
そ
れ
ら
を
補
完
す
る

た
め
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
ア
ー
ト

デ
ー
タ
バ
ン
ク
（
以
下
、
デ
ー
タ

バ
ン
ク
）
を
整
備
し
て
い
る
。
一

般
窓
口
で
の
相
談
件
数
は
、
平
成

1
9
年
度
１
６
０
件
、
平
成
2
0
年
度

４
月
～
７
月
で
1
1
5
件
。
（
表

１
）
注
目
す
べ
き
は
、
横
浜
に
移

転
を
希
望
す
る
相
談
が
、
最
も
多

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
創
造

都
市
政
策
に
よ
り
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
な

ど
の
創
造
の
場
が
増
え
た
成
果

で
、
東
京
だ
け
で
な
く
横
浜
に
も
、

多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
目

を
向
け
始
め
た
証
拠
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
相
談

内
容
は
、
実
に
多
様
で
あ
る
。
既

存
の
助
成
や
公
共
施
設
に
収
ま
ら

ず
、
現
場
で
は
、
解
決
で
き
な
い

も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
横
浜
へ
の
期
待
感
か
ら
来

る
も
の
で
、
非
常
に
あ
り
が
た
い

こ
と
で
あ
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

AＣＹラウンジ　佐々木龍郎設計写真１

執
筆財

団
法
人
横
浜
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

協
働
推
進
グ
ル
ー
プ

ア
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
担
当

（
注
１
）

・
平
成
1
6
年
１
月
『
文
化
芸
術
創
造
都
市

－
ク
リ
ェ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
ー
ヨ
コ
ハ
マ

の
形
成
に
向
け
た
提
言
』
（
都
市
経
営
局
／

文
化
芸
術
・
観
光
振
興
に
よ
る
都
心
部
活

性
化
委
員
会
）
に
お
い
て
、
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
組
織
（
仮
称
）
横
浜
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

・
平
成
1
8
年
１
月
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト

パ
ー
ク
構
想
提
言
書
』
（
文
化
芸
術
都
市
創

造
事
業
本
部
／
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト
パ
ー

ク
構
想
検
討
委
員
会
）
で
は
、
創
造
都
市

の
推
進
組
織
と
し
て
「
（
仮
称
）
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
横
浜
」
が
提
言
さ
れ
て
い

る
。
・
平
成
2
0
年
７
月
『
ク
リ
ェ
イ
テ
ィ
ブ
シ

テ
ィ
ー
ヨ
コ
ハ
マ
の
新
た
な
展
開
に
向
け

て
』
提
言
書
（
創
造
都
市
横
浜
推
進
協
議
会
）

で
は
、
Ａ
Ｃ
Ｙ
の
今
後
の
役
割
が
提
言
さ

れ
て
い
る
。
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Ａ
Ｃ
Ｙ
の
事
業
方
針
は
、
４
つ

あ
る
。

①
情
報
提
供
、
相
談
対
応
等
を
行

う
。

創
造
都
市
横
浜

杉
崎
　
栄
介



多
様
な
ニ
ー
ズ
や
ウ
ォ
ン
ツ
は
、

横
浜
に
と
っ
て
の
宝
で
あ
り
、
こ

の
課
題
と
そ
の
解
決
方
法
を
見
つ

け
て
い
く
の
が
、
Ａ
Ｃ
Ｙ
の
大
事

な
役
割
で
あ
る
。

　
相
談
事
業
と
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア

を
受
信
す
る
事
業
で
あ
る
。
こ
の

中
か
ら
、
さ
ら
に
価
値
と
な
る
も

の
を
掘
り
起
こ
し
、
発
信
さ
せ
る

も
の
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業

と
な
る
。
現
在
で
も
、
い
く
つ
か

進
め
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
特
に
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ク
リ
ェ
イ
タ
ー

と
、
企
業
・
行
政
か
ら
の
相
談
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
を
優
先

し
て
い
る
。
今
後
は
、
ア
イ
デ
ィ

ア
を
よ
り
積
極
的
に
受
信
す
る
た

め
に
、
相
談
と
い
う
手
法
に
加
え
、

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
を
生
み
出
す
こ
と
が
、
目
標
で

あ
る
。

②
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
Ａ
Ｃ
Ｙ
で
は
、
今
年
か
ら
３

つ
の
助
成
制
度
を
運
営
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
２
つ
は
、
事
業
本

部
か
ら
移
管
さ
れ
財
団
で
ア
レ
ン

ジ
し
た
も
の
、
も
う
１
つ
は
、
独

自
で
考
え
だ
し
た
新
規
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
創
造
都

市
・
横
浜
の
顔
と
な
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
直
接
的
、

間
接
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
作
ら
れ
、
「
場
」
、
「
事
業
」
、

「
人
材
育
成
」
の
切
り
口
か
ら
実
施

し
て
い
る
。

　
今
後
、
Ａ
Ｃ
Ｙ
が
助
成
事
業
を

運
営
し
て
い
く
中
で
、
助
成
（
投

資
）
す
る
事
業
へ
の
評
価
と
継
続

の
判
断
基
準
が
問
わ
れ
る
。
Ａ
Ｃ

Ｙ
で
は
、
単
に
助
成
金
を
交
付
す

る
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
み
、
相
手
と

事
業
に
対
す
る
理
解
力
を
高
め
る

こ
と
で
、
計
画
の
評
価
・
継
続
性

を
図
る
手
法
を
考
え
て
い
る
。

　
(
1
)
｢
ク
リ
エ
イ
タ
ー
･
ア
ー
テ
ィ

　
ス
ト
の
た
め
の
事
務
所
等
開
設

　
助
成
」

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ク
リ
エ
イ

タ
ー
、
創
造
産
業
と
呼
ば
れ
る
企

業
等
が
、
ア
ト
リ
エ
、
ス
タ
ジ
オ
、

事
務
所
、
研
究
所
等
を
都
心
部
エ

リ
ア
に
設
置
す
る
と
き
に
使
わ
れ

る
立
地
促
進
助
成
制
度
。
審
査
は
、

要
件
審
査
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
助

成
申
請
数
が
、
市
中
期
計
画
に
お

表1　ACY相談窓口での相談件数(平成19年度)

け
る
Ａ
Ｃ
Ｙ
事
業
の
数
値
目
標
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
2
0
年
度
の
移

管
に
よ
り
、
助
成
交
付
額
、
対
象

者
、
対
象
エ
リ
ア
が
拡
大
さ
れ
て

い
る
。
助
成
交
付
者
に
は
、
デ
ー

タ
バ
ン
ク
へ
の
登
録
と
年
１
回
以

上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
。

　
(
2
)
｢
横
浜
市
先
駆
的
芸
術
活
動
助

　
成
」

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公
演
や
展
覧

会
な
ど
事
業
実
施
に
対
す
る
制

度
。
審
査
は
、
先
駆
性
、
実
験
性
、

独
自
性
、
実
現
性
、
発
展
性
で
、

判
断
し
て
い
る
。
市
か
ら
Ａ
Ｃ
Ｙ

へ
の
移
管
に
よ
り
、
申
請
者
数
は
、

市
実
施
時
代
の
最
高
3
2
件
（
平
成

1
9
年
度
）
に
対
し
、
Ａ
Ｃ
Ｙ
実
施

で
は
、
6
5
件
と
倍
以
上
の
実
績
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
財
団
の
専
門

性
を
活
か
し
、
チ
ラ
シ
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

な
ど
広
報
を
効
果
的
に
行
っ
た
成

果
で
あ
る
。
Ａ
Ｃ
Ｙ
は
実
施
事
業

の
周
辺
の
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ

せ
、
ま
た
、
交
付
者
は
、
デ
ー
タ

バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
行
う
。

　
(
3
)
｢
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
支
援
す
る

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の
助
成
」

Ａ
Ｃ
Ｙ
が
、
今
最
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
創
作
活
動
の
仕
組
み
づ
く

り
と
そ
の
担
い
手
の
人
材
育
成

を
同
時
に
募
る
制
度
。
こ
れ
は
、

今
年
度
よ
り
Ａ
Ｃ
Ｙ
独
自
に
開
発

し
た
も
の
だ
が
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

と
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
が
実
施
す

る
「
ト
ヨ
タ
芸
術
環
境
K
A
I
Z
E
N

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
注
２
）
に
ヒ
ン

ト
を
得
て
い
る
。

　
こ
の
助
成
制
度
は
、
ア
ー
ト
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
と
の
新
た
な
協
働
を
生
み

出
す
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
、
財
団
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
そ
れ
ぞ

れ
の
長
所
を
組
み
合
わ
せ
た
支
援

（
注
２
）

ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
解
決
に
繋

が
る
企
画
提
案
を
一
般
か
ら
公
募
し
、
助

成
金
等
の
支
援
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
今

年
が
第
一
回
目
で
、
全
国
か
ら
約
8
0
件
の

応
募
が
あ
り
、
３
件
が
採
択
。
そ
の
特
徴
は
、

申
請
内
容
が
一
般
公
開
さ
れ
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
得
ら
れ
る
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
こ
と
。
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③
芸
術
不
動
産
事
業

　
芸
術
不
動
産
事
業
と
は
、
社
会

の
イ
ン
フ
ラ
と
ア
ー
ト
が
繋
が
る

事
業
で
あ
る
。
こ
の
用
語
は
、
北

仲
ブ
リ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
、
本

町
ビ
ル
、
万
国
橋
Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
な

ど
、
民
間
物
件
を
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ

ン
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
活
動
の
場
と
し
て
提
供

し
て
い
く
中
で
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
、
造
語
で
あ
る
。
不
動
産

と
し
て
は
こ
れ
ま
で
評
価
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
老
朽
化
し
た
ビ
ル

や
、
条
件
の
悪
い
不
動
産
物
件
の

魅
力
的
な
使
い
方
を
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
発
見
し
て

も
ら
い
、
不
動
産
と
し
て
の
価
値

を
向
上
さ
せ
る
不
動
産
事
業
と
し

て
の
側
面
も
あ
る
。
こ
の
事
業

の
市
内
の
担
い
手
と
し
て
、
最

も
物
件
を
開
拓
し
て
い
る
の
は
、

B
a
n
k
A
R
T
１
９
２
９
で
あ
る
。
（
注
３
）

　
Ａ
Ｃ
Ｙ
で
は
、
大
家
・
不
動
産

屋
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ー
ク
リ
ェ
イ

タ
ー
の
間
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

④
創
造
都
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
創
造
都
市
横
浜
の
魅
力
を
内
外

に
周
知
す
る
事
業
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
施
設
や
事
業
単
体
の
広
報
で

は
な
く
、
馬
車
道
、
日
本
大
通

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
横
浜

で
活
動
す
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
分

野
の
人
材
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
い
う
意
図
が
あ
る
。
平
成
2
0
年

度
は
、
実
験
的
な
公
募
事
業
と
い

う
形
で
実
施
し
て
い
る
が
、
将
来

的
に
Ａ
Ｃ
Ｙ
機
能
の
核
と
な
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
人
材
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
共
に
育
て
て
い

く
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

る
中
で
、
物
件
開
拓
と
不
動
産
価

値
向
上
の
特
徴
的
な
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
作
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
の
実
施
に
あ
た
り
、

建
築
家
、
大
学
、
不
動
産
業
、
施

工
者
の
専
門
家
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
、
優
先
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
物
件
は
、
次
の
も

の
で
あ
る
。

　
・
物
件
所
有
者
が
、
ア
ー
テ
ィ

　
　
ス
ト
支
援
の
趣
旨
を
持
っ
て

　
　
い
る
こ
と

　
・
Ａ
Ｃ
Ｙ
の
参
加
に
よ
り
、
建

　
　
物
、
不
動
産
の
価
値
の
向
上

　
　
が
見
込
め
る
も
の

　
・
地
域
に
開
か
れ
た
活
動
が
で

　
　
き
る
場
所

　
・
他
の
創
造
拠
点
と
の
連
携
が

　
　
見
込
め
る
な
ど
、
エ
リ
ア
と

　
　
し
て
魅
力
の
あ
る
場
所

　
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
・
ア
ー
テ
ィ

　
　
ス
ト
の
た
め
の
事
務
所
等
開

　
　
設
助
成
対
象
内
エ
リ
ア
、
可

　
　
能
で
あ
れ
ば
、
１
０
０
㎡
以

　
　
上
の
物
件

　
・
２
年
以
上
の
利
用
が
可
能
で

　
　
あ
る
こ
と

　
・
１
棟
、
１
軒
、
１
フ
ロ
ア
を

　
　
丸
々
賃
貸
で
き
る
こ
と

参考　芸術不動産モデル事業（アーティスト拠点形成事業）

　現在、モデル事業として、横浜橋商店街から南吉田小学校へ

一本道を入ったＭ邸を手がけている。昭和33年に建てられた

本物件は、木造２階建て、床面積約200㎡。このプロジェクト

の前は、約20年間、手付かずのままであった。オーナーからの

申し出を受けて、アーティストのための活動拠点として改修さ

れる。ＡＣＹは、地元、大学生（関東学院大学）、専門家と協働

して、プロジェクト管理とアーティスト公募を行っている。こ

のプロジェクトの当面の目標は、アーティストにとって、安価

で自由に使える拠点が生まれ、かつ、この活動を通じてオーナー

の収支がプラスになることである。そして、将来的には、建物

の認知度が上がることで、周辺も含めた場の価値が高まること

を期待している。

物件外観（改修前）

　今回、ＡＣＹが、本物件に取り組み始めた理由は、市内のオーナーの方々の信頼を得るために具体的な実績を作り、芸術不

動産事業（アーティスト拠点形成事業）のプロモーションをすることにある。

あわせて、関外のまちづくりの一助となれればと考えている。本物件のある横浜橋は、市が力を入れて実施している黄金町バ

ザールと平行した地域であり、シネマジャック＆ベティや、三吉演芸場など、横浜の中でも歴史ある活動を続ける拠点に隣接

する地域である。また、地元の小学校、商店街に近接し、地域との交流拠点となれる可能性を持っている。

調査季報vol.163・2008.9■60

　その他の特徴としては、創造都市エリアに、これまで事例のなかった一般的な木造住宅の改修であり、個人宅のコンバージョ

ンは、今後、郊外部のまちづくりにも仕組みを転用していけることがあげられる。

　ＡＣＹが取り組むモデル事業の対象となる物件の基準は、こうした「将来性」や「繋がり」を重視するともに、約lOO㎡以

上の物件であることや、１棟貸しが可能であるごとを条件としている。これは、まちに影響を与えるためには、複数のアーティ

ストやＮＰＯの拠点となり、人が集まる場を増やしていくことが必要と考えているからである。

　このモデル事業の今後について、いくつかの実験は、仕組みづくりを行うためにＡＣＹが中心となり実施していくが、近い

将来、事業主体を民間の担い手に引き継ぎたいと考えている。

横浜橋アートハウス（仮称）プロジェクト



り
、
関
外
と
い
っ
た
エ
リ
ア
ご
と

の
魅
力
を
伝
え
、
創
造
都
市
を

「
面
」
で
見
せ
る
こ
と
を
主
眼
に
置

い
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
の
成
果

と
し
て
、
平
成
2
0
年
３
月
に
、
横

浜
の
都
心
部
で
、
初
め
て
公
営
・

民
営
１
８
０
を
超
え
る
文
化
芸
術

施
設
を
網
羅
し
た
ア
ー
ト
＆
カ
ル

チ
ャ
ー
・
ヨ
コ
ハ
マ
マ
ッ
プ
（
日

本
語
版
、
英
語
版
）
（
写
真
２
）
を

発
行
し
た
。
こ
の
マ
ッ
プ
を
発
行

し
た
狙
い
は
、
観
光
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
創
造
都
市
の
現
在
を
視

覚
化
す
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
市
民
に
、
い
か

に
都
市
の
魅
力
を
あ
り
の
ま
ま
に

伝
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う
思
い
か

ら
始
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
様

に
横
浜
市
の
行
政
に
も
、
そ
の
魅

力
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
　
現
状
、
Ａ
Ｃ
Ｙ
を
含
む
創
造
都

市
の
各
事
業
は
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の

露
出
は
多
く
、
発
信
さ
れ
て
い
る

印
象
は
あ
る
。
し
か
し
、
創
造
都

市
の
取
り
組
み
は
、
開
始
当
初
よ

り
、
市
民
へ
の
周
知
が
足
り
な
い

と
言
わ
れ
続
け
て
い
る
。
こ
の
課

題
解
決
に
は
、
ク
リ
ェ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
イ
ー
ヨ
コ
ハ
マ
の
ブ
ラ
ン
ド

カ
の
向
上
が
第
一
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
、

海
外
へ
の
発
信
力
強
化
か
必
要
と

な
っ
て
く
る
。

⑤
ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
験
事
業

　
平
成
2
0
年
度
よ
り
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
経
済
的
な
基
盤
作
り
を
目

指
し
た
、
ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
事

業
を
実
験
的
に
行
っ
て
い
る
。
今

年
度
、
生
活
の
中
の
美
術
を
テ
ー

マ
に
、
東
京
・
横
浜
の
画
廊
が
実

験
的
に
市
内
で
作
品
販
売
す
る
機

会
を
作
る
た
め
、
み
な
と
み
ら
い

の
住
宅
展
示
場
（
横
浜
ホ
ー
ム
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
）
と
連
携
し
て
ア
ー

ト
フ
ェ
ア
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

誘
致
を
促
進
し
た
い
現
代
美
術
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
立
地
の
調
査
、
こ
れ

ら
に
関
わ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
な
ど
が
あ
る
。
横
浜
独
自
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
形
成
す
る
に
は
、

課
題
も
多
く
、
長
い
時
間
が
か
か

る
。

⑥
創
造
都
市
横
浜
国
際
レ
ジ
デ
ン

　
ス
事
業

　
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
目

的
と
し
、
創
造
界
隈
の
拠
点
と
連

携
し
て
、
国
際
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
滞
在
・
制
作
の
場
を
提
供
し
、

発
表
を
支
援
す
る
事
業
。
現
在
、

３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
し
て

い
る
。
―
つ
目
は
、
平
成
1
7
年
度

か
ら
続
く
、
B
a
n
k
A
R
T
1
9
2
9
と

台
北
國
際
藝
術
村
に
よ
る
現
代
美

術
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
交
換
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
こ
れ
は
、
横
浜
市
の
羽
田
国

際
化
戦
略
に
あ
わ
せ
た
都
市
間
文

化
交
流
を
契
機
と
し
て
い
る
。
２

つ
目
は
、
同
様
の
目
的
で
平
成
1
8

年
度
か
ら
始
め
た
、
Ｚ
Ａ
Ｉ
Ｍ
に

よ
る
北
京
市
か
ら
の
現
代
美
術

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
招
聘
事
業
。
３

つ
目
は
、
平
成
1
9
年
度
か
ら
急
な

坂
ス
タ
ジ
オ
と
始
め
た
、
舞
台
芸

術
の
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
で
あ
る
。

今
年
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
の

招
聘
作
家
が
、
中
区
吉
田
町
全
体

を
使
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

す
る
。
（
注
４
）
現
在
、
こ
う
し
た

レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
は
、
上
記
施
設

に
加
え
、
横
浜
美
術
館
、
横
浜
赤

レ
ン
ガ
倉
庫
１
号
館
な
ど
で
も
、

独
自
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｃ
Ｙ
の
事
業
方
針
に
、
ア
ジ

ア
を
中
心
と
し
た
海
外
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
確
立
す
る
こ
と
が
あ

る
。
他
都
市
と
積
極
的
に
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
交
流
を
繰
り
返
す
こ
と

で
、
世
界
の
中
で
横
浜
の
存
在
を

示
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
、
よ
う
や

く
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
た
段
階
で
あ

る
。
横
浜
市
は
、
レ
ジ
デ
ン
ス
事

業
へ
の
取
り
組
み
が
他
都
市
に
比

べ
て
遅
れ
て
お
り
、
近
年
、
よ
う

や
く
増
え
て
き
た
の
が
現
状
で
あ

る
。
よ
り
効
果
的
に
行
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
レ
ジ
デ
ン
ス
専
門
施

設
を
作
る
こ
と
な
ど
が
、
今
後
の

課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

⑦
将
来
の
担
い
手
支
援

　
将
来
の
担
い
手
支
援
は
、
昨
年

度
、
美
術
大
学
系
の
卒
業
展
示
を

支
援
す
る
形
で
行
わ
れ
た
。
都
心

部
で
は
、
１
月
～
３
月
に
、
3
0
校

近
く
の
大
学
・
専
門
学
校
に
よ
り

卒
業
展
示
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
対
し
広
報
協
力
を
行
っ
た
。

残
念
な
が
ら
、
目
に
見
え
る
成
果

は
、
ま
だ
確
認
出
来
て
い
な
い
が
、

こ
の
学
生
が
集
積
す
る
ブ
ラ
ン
ド

カ
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
、
今

後
も
鍵
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
分
野
で
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
イ
ン
タ
ー
ン
の
受
入
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

都
心
部
の
各
施
設
も
財
団
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
問
わ
ず
、
同
様
の
人
材
育
成
を

写真２　アート＆カルチャー・ヨコハママツプ（日本語版・英語版）

（
注
４
）

「
ラ
・
マ
レ
ア
横
浜
」
に
つ
い
て
は
、

「
《
７
》
②
急
な
坂
ス
タ
ジ
オ
の
実
験
と
挑
戦
」

5
2
・
5
3
頁
参
照
。
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（
注
３
）

「
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
９
２
９
」

Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
９
２
９

参
照
。

に
つ
い
て
は
、

は
ど
こ
に
い
く
」

¬
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①



地
道
に
続
け
て
い
る
。
将
来
的
に

は
、
各
施
設
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

組
む
こ
と
で
、
創
造
都
市
横
浜
と

し
て
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け
入
れ
る

体
制
を
整
備
し
、
オ
ー
ル
横
浜
で

人
材
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
と
考
え
る
。

３
－
Ａ
Ｃ
Ｙ
事
業
の
組
織

　
現
在
、
Ａ
Ｃ
Ｙ
は
、
事
業
本
部

か
ら
財
団
へ
の
補
助
事
業
と
し
て

行
わ
れ
、
事
業
本
部
と
共
同
運
営

さ
れ
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
Ａ

Ｃ
Ｙ
事
務
局
に
専
任
の
事
業
担
当

者
が
、
２
名
。
兼
任
担
当
が
、
２

名
、
兼
任
管
理
職
が
２
名
で
あ
る
。

人
件
費
は
、
３
人
分
で
運
営
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
職
員
は
、
財

団
の
事
務
局
に
あ
る
協
働
推
進
グ

ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
。

　
同
グ
ル
ー
プ
は
、
企
業
、
N
P
O
、

市
民
等
、
様
々
な
主
体
と
結
び
つ

き
、
市
域
に
渡
る
中
間
支
援
事
業

を
担
う
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ

の
内
容
は
、
ア
ー
ト
サ
イ
ト
と
呼

ば
れ
る
郊
外
部
の
市
民
協
働
型

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
小
中
学

校
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
注
５
）

を
行
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
区
役

所
と
連
携
し
て
行
う
地
域
活
性

化
事
業
、
国
際
交
流
事
業
な
ど

で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
大
型

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
横
濱
J
A
Z
Z

P
R
O
M
E
N
A
D
E
な
ど
の
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
事
業
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
市
民
協
働
事
業
な
ど
が
あ
る
。

　
協
働
推
進
グ
ル
ー
プ
は
、
現
在
、

財
団
が
積
極
的
に
進
め
る
中
間
支

援
を
担
う
部
分
で
あ
り
、
Ａ
Ｃ
Ｙ

も
こ
れ
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
中

で
、
Ａ
Ｃ
Ｙ
と
そ
の
他
の
支
援
事

業
を
分
け
る
の
は
、
対
象
エ
リ
ア

が
都
心
部
中
心
か
市
域
全
体
か
、

ま
た
、
基
本
ス
タ
ン
ス
が
、
受
信

型
か
発
信
型
か
の
違
い
で
、
中
間

支
援
を
行
な
う
と
い
う
事
業
の
根

幹
に
変
わ
り
は
な
い
。
ま
た
、
財

団
が
、
設
立
当
初
か
ら
市
民
協
働

を
実
施
し
て
い
た
経
緯
を
加
え
れ

ば
、
い
わ
ば
、
財
団
事
務
局
機
能

全
体
が
Ａ
Ｃ
Ｙ
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

４
－
Ａ
Ｃ
Ｙ
の
今
後

　
Ａ
Ｃ
Ｙ
の
今
後
望
ま
れ
る
姿

は
、
創
造
都
市
横
浜
推
進
協
議
会

で
提
言
さ
れ
た
政
策
提
言
機
能
を

兼
ね
備
え
た
「
新
生
ア
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
組
織
へ
と
進
化
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
ま
ず
、

事
業
本
部
と
市
民
活
力
推
進
局
の

双
方
の
事
業
を
担
う
財
団
の
本
部

事
務
局
が
中
心
と
な
っ
て
、
都
心

部
と
郊
外
、
創
造
都
市
と
市
民
文

化
の
繋
ぎ
手
と
な
り
、
創
造
都
市
・

横
浜
の
総
合
化
を
図
る
こ
と
が
前

提
で
あ
る
。

　
そ
し
て
一
方
で
は
、
現
行

Ａ
Ｃ
Ｙ
事
業
の
強
化
を
行
っ
て

い
く
。
特
に
、
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
機
能
」
、
「
芸
術
不
動
産
」
、

「
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
３
つ
の
充

実
で
あ
る
。

　
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
」
は
、

新
生
ア
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
も

核
と
な
る
。
恐
ら
く
、
そ
の
成
否

は
、
「
ま
ず
は
、
Ａ
Ｃ
Ｙ
に
企
画
を

持
ち
込
み
た
い
」
と
思
わ
せ
る
求

心
力
の
高
さ
に
な
る
。
こ
の
実
現

に
は
、
専
門
家
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
形
成
が
必
要
で
、
そ

の
た
め
に
は
、
「
公
に
意
見
交
換

さ
れ
る
場
」
が
大
切
で
あ
る
。
Ａ

Ｃ
Ｙ
立
ち
上
げ
時
は
、
こ
れ
を

「
み
ん
な
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ボ
ー
ド
」
と
名
付
け
た
。
こ
れ

は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
企
業
が
、

自
由
に
プ
レ
ゼ
ン
す
る
場
を
作
る

事
業
で
あ
る
。

　
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
事
業
の

成
功
に
は
、
企
画
の
情
報
漏
え
い

を
恐
れ
る
よ
り
も
、
多
く
の
「
共

感
」
を
得
る
こ
と
の
方
が
大
事
と

考
え
る
人
が
増
え
て
い
る
。
先
に

あ
げ
た
ト
ヨ
タ
の
「
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」

で
は
、
8
0
の
助
成
申
請
の
内
、
落

ち
た
も
の
も
含
め
て
半
数
以
上
の

提
案
が
、
一
般
公
開
を
許
諾
し
、

コ
メ
ン
ト
を
求
め
て
い
る
。

　
Ａ
Ｃ
Ｙ
は
、
優
れ
た
政
策
提
言

能
力
を
持
つ
た
め
に
、
自
ら
が
政

策
提
言
す
る
こ
と
に
加
え
、
政
策

に
繋
が
る
民
間
提
案
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、
そ
れ
を
核
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
吸
収
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
で

あ
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
開
か
れ
た
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
Ａ
Ｃ

Ｙ
の
政
策
提
言
機
能
と
な
る
。

　
残
り
２
つ
に
つ
い
て
は
、
簡
単

に
述
べ
る
。
「
芸
術
不
動
産
」
、
こ

れ
は
、
ハ
ー
ド
の
柱
と
な
る
。
モ

デ
ル
事
業
か
ら
は
、
貸
主
、
借
主

双
方
の
リ
ス
ク
と
な
る
改
修
・
復

旧
経
費
の
負
担
軽
減
が
鍵
と
な
る

こ
と
が
見
え
て
き
た
。
こ
れ
に
は
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
側
の
支
援
だ
け
で

は
な
く
、
オ
ー
ナ
ー
側
か
決
断
し

や
す
く
な
る
支
援
制
度
が
、
解
決

手
段
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
し
て
、
「
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
「
ソ
フ
ト
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
」

に
あ
た
る
。
当
然
な
が
ら
、
最
大

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
資
金
源
と
な
る
。

予
算
的
に
市
の
財
源
が
厳
し
い
こ

と
も
あ
る
が
、
よ
り
パ
ブ
リ
ッ
ク

な
助
成
制
度
を
目
指
す
た
め
に

も
、
国
や
企
業
か
ら
の
財
源
を
リ

グ
ラ
ン
ト
（
再
交
付
制
）
す
る
仕

組
み
づ
く
り
が
課
題
と
な
る
。
こ

れ
は
、
財
団
の
資
金
調
達
の
考
え

方
の
転
換
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
事

業
や
財
団
組
織
に
対
し
て
寄
与
さ

れ
て
い
た
も
の
を
、
さ
ら
に
高
い

公
共
性
の
元
に
集
約
還
元
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
で
、
結
果
が
出
せ
れ
ば
、

Ａ
Ｃ
Ｙ
は
、
横
浜
の
芸
術
文
化
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
内

外
に
認
知
さ
れ
て
く
る
。
そ
し

　
（
注
５
）

　
言
葉
と
し
て
は
、
手
を
伸
ば
ナ
こ
と
、
地

　
域
へ
の
奉
仕
援
助
活
動
、
公
的
機
関
な
ど

　
の
出
張
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
意
味
だ
が
、

文
化
領
域
で
は
、
文
化
施
設
か
ら
学
校
や

　
地
域
に
出
向
い
て
普
及
啓
発
活
動
を
行
う

こ
と
、
こ
れ
ま
で
文
化
に
触
れ
る
機
会
が

少
な
い
層
を
開
発
す
る
取
り
組
み
な
ど
を

　
意
味
す
る
。
（
「
横
浜
市
の
文
化
芸
術
政
策

に
関
す
る
中
期
的
方
針
」
平
成
1
8
年
３
月

よ
り
抜
粋
）
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て
、
財
団
が
、
Ａ
Ｃ
Ｙ
を
核
と
し

た
創
造
都
市
の
推
進
組
織
の
担
い

手
と
し
て
、
横
浜
文
化
芸
術
の
先

導
的
な
役
割
を
目
指
す
こ
と
も
で

き
る
。
こ
れ
は
、
既
存
文
化
施
設

の
総
合
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
注
６
）

化
に
着
手
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、

最
終
的
に
、
Ａ
Ｃ
Ｙ
、
市
域
拠
点
、

地
域
拠
点
を
合
わ
せ
も
つ
、
ア
ー

ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
ー
ヨ
コ
ハ
マ
の
実

現
へ
と
繋
が
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、

財
団
の
使
命
で
あ
る
文
化
的
公
共

圏
確
立
（
注
７
）
の
実
現
に
一
歩

前
進
す
る
日
で
あ
る
こ
と
と
確
信

し
て
い
る
。

５
－
結
び
に
か
え
て

　
何
故
、
都
市
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
必
要
か
。
世
界
中
で
都
市
間
競

争
が
過
熱
す
る
中
、
ア
ジ
ア
も
例

外
で
は
な
い
。
都
市
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
、
世

界
中
の
人
が
目
を
向
け
、
必
ず
立

ち
寄
り
た
く
な
る
都
市
に
す
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
、

誰
も
が
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ひ
と
つ
の
答
え
は
、
そ
こ

で
し
か
体
感
で
き
な
い
も
の
を
生

み
出
す
こ
と
に
あ
る
。
都
市
に

よ
っ
て
自
然
、
歴
史
、
ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
文
化
、
様
々
な
選
択
肢
が
あ

る
。
横
浜
に
は
、
港
町
と
し
て
、

多
様
な
価
値
観
を
吸
収
し
て
き
た

歴
史
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
横
浜

は
、
い
わ
ゆ
る
美
術
、
音
楽
、
演

劇
な
ど
の
芸
術
に
加
え
、
生
活
文

化
、
建
築
な
ど
を
含
め
て
、
総
合

的
に
芸
術
文
化
活
動
に
取
り
組
め

る
土
壌
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
横

浜
が
、
世
界
に
誇
れ
る
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
を
作
る
と
し
た
ら
、
芸
術
文

化
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
最
後
に
、
私
の
目
指
す
創
造
都

市
横
浜
と
は
何
か
。
そ
の
ゴ
ー
ル

は
、
創
造
都
市
＝
市
民
文
化
と
そ

の
二
つ
の
概
念
が
一
緒
に
な
る
こ

と
で
あ
る
。
市
民
文
化
は
、
ど
の

街
か
ら
も
決
し
て
な
く
な
ら
な
い

も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

そ
こ
に
住
む
人
が
織
り
成
す
文
化

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
市
民
が
、
愛

好
家
と
し
て
芸
術
鑑
賞
や
、
芸
術

活
動
を
行
う
以
上
の
意
味
を
持
っ

た
言
葉
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
市
民
文

化
の
概
念
が
、
創
造
都
市
と
同
じ

に
な
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。
予
算
の
大
部
分
を
費

や
す
既
存
施
設
の
機
能
転
換
で
考

え
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

　
今
、
「
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
横
浜

市
民
に
と
っ
て
、
そ
の
施
設
は
、

発
表
・
練
習
が
で
き
る
文
化
施
設

で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
区
民
文

化
セ
ン
タ
ー
が
、
ホ
ー
ル
も
ス
タ

ジ
オ
も
な
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
た
め
の
滞
在
ス
ペ
ー

ス
だ
っ
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
は
、
常
に
人
が
集
ま
り
創

作
や
議
論
を
行
い
、
あ
る
と
き
は

施
設
を
飛
び
出
し
、
区
域
全
体
で

毎
日
の
よ
う
に
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
建
物
は
、
ほ
と

ん
ど
事
務
所
に
近
く
て
良
い
の

で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
、
ホ
ー

ル
な
ど
を
運
営
す
る
こ
と
に
比
べ

て
、
遥
か
に
低
い
。
民
間
施
設
や

有
休
施
設
の
転
用
で
も
実
現
が
可

能
か
も
し
れ
な
い
。
大
切
な
の
は
、

こ
う
し
た
活
動
を
区
の
セ
ン
タ
ー

（
中
枢
）
機
能
の
ひ
と
つ
と
位
置
づ

け
る
こ
と
で
あ
る
。

　
同
じ
よ
う
に
、
都
心
部
の
専
門

施
設
は
、
そ
の
大
部
分
が
、
発
表

と
鑑
賞
の
た
め
の
施
設
で
あ
る
。

都
市
の
顔
と
な
る
作
品
を
生
み
出

し
、
海
外
へ
発
信
す
る
た
め
に
は
、

も
ち
ろ
ん
、
創
作
の
場
が
必
要
と

な
る
。

　
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
「
次
代
を
担

う
街
・
横
浜
」
へ
の
第
一
歩
で
あ

る
。
　
横
浜
は
、
良
く
も
悪
く
も
東
京

と
い
う
都
市
を
意
識
せ
ざ
る
を
え

な
い
。
特
に
市
場
と
し
て
、
東
京

は
世
界
有
数
の
都
市
で
あ
り
、
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
吸
引
力

を
持
っ
た
巨
大
消
費
都
市
で
あ

る
。
横
浜
に
住
む
多
く
の
人
が
、

そ
こ
で
生
活
の
糧
と
そ
の
消
費
を

繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
を

改
善
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
あ

げ
る
人
が
多
い
が
、
私
は
異
な
る

意
見
を
持
っ
て
い
る
。
横
浜
は
、

徹
底
し
た
実
験
都
市
で
良
い
と
い

う
考
え
で
あ
る
。

　
横
浜
で
は
、
明
確
な
目
標
を
持

つ
優
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
、
本

当
に
や
り
た
い
こ
と
を
支
援
す
る

体
制
と
場
所
を
用
意
し
て
い
き
た

い
。
常
に
実
験
に
挑
戦
を
す
る
作

家
が
集
ま
る
街
に
な
る
。
こ
れ
に

は
、
あ
る
程
度
、
街
が
寛
容
で
な

け
れ
ば
成
立
し
な
い
が
、
港
町
な

ら
で
は
の
寛
容
さ
が
横
浜
に
は
あ

る
。
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
も
た
ら
す
多

様
な
価
値
観
は
、
我
々
の
生
活
に

様
々
な
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
。

同
じ
く
、
多
様
な
価
値
を
共
有
す

る
こ
と
は
、
他
人
の
存
在
を
認
め

る
こ
と
に
も
繋
が
る
。
そ
し
て
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
「
社
会
に
気
づ

き
を
与
え
る
力
」
が
、
少
し
ず
つ

街
に
影
響
を
与
え
、
子
ど
も
達
へ

財
産
を
残
し
て
い
く
。
こ
の
空
気

こ
そ
が
、
正
に
創
造
都
市
・
横
浜

で
あ
り
、
次
世
代
の
社
会
を
作
る

土
壌
と
な
る
。
横
浜
は
、
こ
れ
ま

で
も
こ
れ
か
ら
も
独
自
の
道
を
進

み
、
「
横
浜
な
ら
で
は
」
の
都
市
の

価
値
を
創
り
続
け
、
世
界
に
誇
る

街
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

（
注
６
）

こ
れ
ま
で
横
浜
美
術
館
や
横
浜
み
な
と
み

ら
い
ホ
ー
ル
と
い
っ
た
「
施
設
」
を
中
心

に
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
で
あ
る
美
術
や
音
楽

な
ど
の
振
興
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
の

施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
「
施
設
」
に
と

ら
わ
れ
ず
、
ま
た
特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
を
限

定
し
な
い
総
合
的
な
視
点
か
ら
文
化
芸
術

の
創
造
に
取
り
組
む
組
織
を
い
う
。
（
『
横

浜
市
の
文
化
芸
術
政
策
に
関
す
る
中
期
的

方
針
』
平
成
1
8
年
３
月
よ
り
抜
粋
）

（
注
７
）
文
化
的
公
共
圏

「
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
を
中
心
に
新
た

な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
市
民
と
の
芸
術

文
化
に
お
け
る
協
働
を
推
進
。
市
民
協
働

の
た
め
の
新
た
な
場
、
メ
デ
イ
ア
等
の
開

発
と
展
開
や
、
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
文
化
機

関
の
連
携
を
行
う
こ
と
で
、
新
た
な
公
共

（
「
文
化
的
公
共
圏
」
）
の
樹
立
へ
寄
与
す

る
。
」
（
「
横
浜
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
中
期

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
」
よ
り
抜
粋
）
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